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若手後継者が見た経済新興国ベトナムの実情について

～後継者育成研修「経営リーダー育成塾」のベトナム経済視察報告～

視
察
の
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
去
る
８
月

22
日
（
金
）
に
今
年
度
の
経
営
リ
ー
ダ
ー
育

成
塾
Ｏ
Ｂ
研
修
（
第
１
回
目
）
の
講
座
と
し

て
、「
と
ち
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
「
特

別
会
議
室
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
報
告
書
に
基
づ
き
、
視
察

の
感
想
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
そ
の
内
、
視
察
団
長
を
勤
め

ま
し
た
「
小
金
　
幹
典
氏
（
㈱
小
金
建
設

代
表
取
締
役
）」
並
び
に
経
営
リ
ー
ダ
ー
育
成

塾
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
戸
張
　
真
氏
（
㈱
日

本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
顧
問
・

シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）」
の
両
名
の
報
告

書
を
掲
載
し
ま
し
た
。

３
月
10
日
（
火
）

本
日
か
ら
経
営
リ
ー
ダ
ー
塾
の
ベ
ト
ナ
ム

研
修
で
あ
る
。
今
回
初
め
て
高
速
バ
ス
で
成

田
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
い
つ
も
車
で
行

く
時
に
煩
わ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
荷
物
の
積

み
替
え
、
乗
り
換
え
も
な
く
、
と
て
も
快
適

で
あ
っ
た
。
成
田
空
港
で
メ
ン
バ
ー
と
合
流

し
機
上
の
人
と
な
り
６
時
間
半
後
ハ
ノ
イ
に

到
着
。
空
港
か
ら
最
初
の
視
察
先
で
あ
る
住

友
商
事
の
運
営
す
る
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
へ

向
か
う
。

現
地
に
つ
い
て
驚
い
た
こ
と
は
そ
の
大
き

さ
で
あ
る
。
70
％
完
成
で
59
万
坪
と
い
う
広

大
な
土
地
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
キ
ャ
ノ
ン
、

ヤ
マ
ハ
等
の
日
系
企
業
が
84
社
進
出
し
て
い

た
。
駐
在
員
の
方
の
説
明
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
就
業
意
欲
は
と
て
も
高
く
、
企
業
説
明

会
の
フ
ェ
ア
に
数
千
人
の
学
生
が
参
加
す
る

そ
う
で
あ
る
。
日
本
と
の
差
に
驚
き
で
あ
る
。

３
月
11
日
（
水
）

研
修
２
日
目
は
、
経
営
リ
ー
ダ
ー
塾
に
塾

生
を
輩
出
し
て
い
る
マ
ニ
ー
の
ベ
ト
ナ
ム
法

人
「
マ
ニ
ー
ハ
ノ
イ
」
の
視
察
で
あ
る
。
会

社
の
運
営
は
日
本
か
ら
社
長
と
し
て
１
名
の

み
が
ベ
ト
ナ
ム
に
駐
在
し
、
求
人
を
は
じ
め

ほ
と
ん
ど
の
業
務
を
ベ
ト
ナ
ム
人
の
社
員
が

行
っ
て
い
た
。
現
在
建
設
中
の
工
場
の
現
場

を
視
察
。
ベ
ト
ナ
ム
は
と
て
も
地
盤
が
強
く
、

建
設
工
事
費
も
安
価
の
た
め
進
出
企
業
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
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１）目的
①アジアの新興国ベトナムのモノづくり、マーケティング等、
ビジネス環境の実情視察
②本県からの進出企業、工業団地、物流、商業施設等の視察
③ベトナム進出企業経営者、駐在員等との交流、情報交換
２）日程・主な視察先
①期日：平成21年３月10日（火）～14日（土）【３泊５日】
②訪問地、視察先
☆ハノイ市（・タンロン工業団地

・マニーハノイ社（マニー㈱の現地法人）
☆ホーチミン市

（・ロジテムベトナム（日系物流法人）
・TANOISEEBEST社（㈱TANOIの現地法人）

〃　　（・日本語学校「KAIZEN」
・ベトナム・シンガポール工業団地　他）

３）参加者
①経営リーダー育成塾研修生 ５名（第１期生 ３名、第３期生
２名）
②経営リーダー育成塾アドバイザー １名、事務局（振興セン
ター職員）１名

４）旅行主催
㈱アイ電子工業（大田原市）

《ベトナム経済視察の概要》

株
式
会
社
小
金
建
設

小
金
　
幹
典
（
第
３
期
生
）

ホーチミン市　市街風景



視
察
後
、
空
路
に
て
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
移
動
。

ホ
テ
ル
に
向
か
う
途
中
で
全
員
が
ベ
ト
ナ
ム

の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
驚
愕
し
た
。
ど
こ
を
見
て

も
バ
イ
ク
・
車
の
大
渋
滞
で
あ
る
。
そ
し
て

市
民
が
平
均
年
齢
26
歳
と
皆
若
い
！

３
月
12
日
（
木
）

視
察
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
ベ
ト
ナ

ム
政
府
系
機
関
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
業
団
地

管
理
委
員
会
（
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ｚ
Ａ
）
に
表
敬
訪
問

を
す
る
日
で
あ
る
。
管
理
委
員
会
副
部
長
の

Ｐ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｃ
氏
か
ら
日
越
交
流
の
経
緯
や
日

本
企
業
進
出
に
対
す
る
期
待
を
お
聞
き
し
た

後
、
塾
生
か
ら
中
小
企
業
の
進
出
に
関
す
る

質
疑
を
す
る
等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ｚ
Ａ
を
後
に
し
、
鈴
木
プ
レ
シ
オ

ン
様
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
日
本
語
学
校

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
に
訪
れ
た
私
た
ち
は
、
こ
こ

で
も
ベ
ト
ナ
ム
の
力
強
さ
を
体
験
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
流
大
卒
の
15
名
が
、
ベ
ト
ナ
ム

国
家
た
め
、
日
本
の
技
術
を
習
得
し
た
い
と

い
う
夢
に
向
い
、
必
死
に
日
本
語
を
学
ん
で

い
た
。
日
本
が
ベ
ト
ナ
ム
に
追
い
つ
か
れ
る

日
が
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
を
感
じ
た
瞬
間
で

あ
っ
た
。

こ
の
日
の
夕
食
は
、
鹿
沼
か
ら
進
出
し
て

い
る
田
野
井
社
長
の
計
ら
い
で
、
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ

Ｅ
Ｎ
の
教
員
の
方
や
地
元
建
設
会
社
社
長
と

の
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ

り
深
く
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
現
状
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
有
意
義
な
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
夜
で
あ

っ
た
。（
ベ
ト
ナ
ム
に
も
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
っ

た
。）３

月
13
日
（
金
）

今
日
が
ベ
ト
ナ
ム
視
察
最
終
日
で
あ
る
。

先
日
お
世
話
に
な
っ
た
田
野
井
社
長
の
「
タ

ノ
イ
・
シ
ー
ベ
ス
ト
社
」
が
あ
る
Ｖ
Ｓ
Ｉ
Ｐ

工
業
団
地
を
訪
問
。
こ
の
工
業
団
地
は
日
本

人
の
駐
在
員
が
２
名
い
る
ベ
ト
ナ
ム
で
唯
一

の
工
業
団
地
で
あ
る
。
田
野
井
社
長
自
ら
、

タ
ノ
イ
・
シ
ー
ベ
ス
ト
社
に
つ
い
て
設
立
の

経
緯
を
伺
っ
た
後
、
新
工
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
安

い
費
用
で
土
地
の
取
得
、
工
場
建
設
を
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
資
材
の
仕
入
れ
に
も
か
な

り
工
夫
さ
れ
て
お
り
田
野
井
社
長
の
経
営
戦

略
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
視
察
団
は
感
銘
を
受

け
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
に
よ
り
、
日
本
企
業
が
国
内

だ
け
を
視
野
に
入
れ
て
い
く
経
営
に
限
界
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
興

国
と
の
つ
き
合
い
方
に
よ
り
、
日
本
経
済
が

左
右
さ
れ
る
時
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と

も
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
な
ベ
ト
ナ
ム
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
具
体
的
な
テ
ー
マ

を
設
定
し
再
度
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ベ

ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
着
、
１
４：

３
０

（
現
地
時
間
）。
日
本
と
の
時
差
は
、
２
時
間

程
度
。

空
港
に
着
き
、
外
に
出
る
と
ム
ー
っ
と
い

う
熱
気
。
や
は
り
日
本
よ
り
は
暑
い
。

空
港
か
ら
バ
ス
で
ハ
ノ
イ
の
町
中
に
出
る

と
、
ま
ず
人
の
多
さ
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
多
さ

に
驚
か
さ
れ
る
。

バ
ス
か
ら
の
ハ
ノ
イ
の
風
景
は
、
私
が
30

年
前
に
、
約
１
年
間
滞
在
し
て
い
た
台
湾
の

農
村
地
区
に
似
て
お
り
、
懐
か
し
さ
も
あ
っ

た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
も
台
湾
と
同
様
に
、
こ
れ

か
ら
急
速
に
発
展
し
て
い
く
の
だ
な
と
　
い

う
印
象
を
持
っ
た
。

発
展
途
上
国
の
状
況
は
、
台
湾
に
し
ろ
、

韓
国
に
し
ろ
、
中
国
に
し
ろ
、
ど
こ
を
見
て

も
人
々
が
早
朝
か
ら
、
夜
遅
く
ま
で
良
く
働

き
、
発
展
へ
の
活
力
を
感
じ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
も
、
同
様
に
そ
の
活
力
に
圧
倒
さ

れ
た
。
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マニーハノイ工場視察

日本語学校（KAIZEN）視察

TANOI SEEBESEST視察
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日
本
能
率
協
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コ
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サ
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テ
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シ
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コ
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タ
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戸
張
　
　
真
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日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、
文
化
・
国
民
性
も

比
較
的
日
本
と
の
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
ベ
ト
ナ
ム
が
抱

え
て
い
る
課
題
の
補
完
関
係
も
あ
り
、
今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
政
府
、
ま
た
、
企
業
間

の
協
力
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ

る
な
と
い
う
感
じ
を
深
く
し
た
。

今
回
の
視
察
旅
行
は
、
時
間
的
制
約
は
あ

っ
た
も
の
の
、
工
業
団
地
、
企
業
等
の
訪
問
、

ま
た
現
地
の
経
営
者
の
方
々
と
の
交
流
を
行

い
、
日
本
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な

と
い
う
感
触
を
得
た
。

た
だ
、
進
出
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
進
出
す

る
こ
と
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
、
ま
た
ベ

ト
ナ
ム
人
の
た
め
に
ど
の
様
な
価
値
を
提
供

で
き
る
の
か
？
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
な
と

い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
。

ま
た
、
日
本
の
製
造
業
は
、
も
の
づ
く
り

を
軸
に
、
現
場
中
心
の
展
開
を
進
め
、
一
見
、

成
功
を
お
さ
め
て
い
る
様
で
は
あ
る
が
、
ベ

ト
ナ
ム
進
出
の
企
業
訪
問
の
中
で
、
改
め
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

今
後
、
日
本
企
業
の
グ
ル
ー
バ
ル
展
開
に

際
し
、
そ
の
や
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

今
回
、
私
を
含
め
、
視
察
に
参
加
し
た
人

は
、
そ
の
多
く
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
初
め
て
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
刺
激
は
、
日
本
に
帰
っ
て

く
る
と
日
常
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
徐
々
に
覚

め
て
し
ま
い
が
ち
で
と
な
る
。

早
い
時
期
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
刺
激
を
再

考
し
、
今
後
の
展
開
に
ど
の
様
に
取
り
入
れ

て
行
く
か
を
考
え
、
計
画
に
落
と
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

年
に
一
度
位
は
、
海
外
に
出
る
機
会
を
つ

く
り
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

３
泊
５
日
の
短
い
ベ
ト
ナ
ム
視
察
、
ベ
ト

ナ
ム
の
若
者
の
活
力
に
圧
倒
さ
れ
、
日
本
に

戻
っ
た
。

日
本
も
、
こ
れ
か
ら
、
新
た
な
目
標
を
持

ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
を
視
野
に
新
た
な
挑
戦
を

し
て
行
か
な
い
と
周
辺
諸
国
に
追
い
つ
か
れ
、

追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う
。

最
後
に
、
企
画
・
ア
レ
ン
ジ
し
、
同
行
戴

い
た
株
式
会
社
ア
イ
電
子
工
業
の
佐
藤
弘
子

さ
ん
、
ま
た
現
地
で
の
視
察
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
公
的
機
関
、
企
業
の
方
々
に
御
礼
を

申
し
上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
視
察
旅
行
の
感
想
と

し
た
い
。
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○ベトナムはドイモイ（刷新）の旗印の下、
市場経済への移行後、目覚ましい経済発
展を続けています。
海外生産拠点の中国一極集中リスクを回
避する「チャイナ＋１」として日本企業
を含め世界の企業がベトナムに注目し、
進出を図っています。
○ベトナムは、30歳代以下の人口が50％
以上を占めており、その国民性も「勤勉」、
「手先が器用」「忍耐強い」などがあげら
れ、若くて優秀な人材が確保しやすいと
言われています。進出している日本企業
などからもビジネスパートナーとして高
い評価を得ています。
○ＡＦＴＡ（アセアン自由貿易協定）、ＡＣ
ＦＴＡ（アセアン中国貿易協定）など地
域経済統合により、関税が一部の国を除
き撤廃される2010年には、ベトナムを
含めて人口18億５千人、３兆ドルの経済
規模を持つ巨大な自由貿易地域が出現す
ることが予測され、新たなビジネスチャ
ンスを得る市場として期待されています。

ベトナム　ミニ知識

タンロン工業団地　視察

平塚社長様を囲む交流会

ホーチミン市内　中心部　交通渋滞

TANOI SEEBESEST新工場視察


